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標記研究会が 1991年 2月21日 (木)か ら2月23日 (土)の 3日間､京大基礎物理学
研究所 (北白川)で開催 された｡
最近統計物理学 における新 しい流れが､様々な周辺分野 との境界領域で起 こりつつあ
る｡すなわち､従来 の (物性)物理学の対象のみを扱 っていてはおそ らくは考え出 され
なかったであろうよ うな数理モデルが研究 され､その研究手法 も多様化 してた｡例 えば､
i)確率論 との境界分野では､Liggett,Durrett等 による無限粒子系の研究や､Kesten,
Grimmett等のパー コレー ションの研究の成果の化学反応系などの解析への応用｡
i)地球科学 との関連で問題 となっている､Bak等 の地震のモデル (一般化すれば self-
organizedcriticalityが現れ るシステム)0
ii)Hopfield,Back-Propagation,連想記憶などの多体 しきい値ダイナ ミックスの一環 と




Ⅴ)生命科学 との関連で､Maturana,Varela等 によって発展 して きた自己言及を積極的
に取 り入れた生物モデル｡
などが多体系の物理 と複雑な自然現象 との関連において注目され研究 されて来ている｡こ
のよ うな新 しいタイプのモデルを､一つのユニバーサ リティークラスとして特徴付 ける
ことは､現状では無理があ ると思えるが､そのための第一歩 として共通 に見 られ る特性
を明 らかに したい｡我々の興味は､これ ら多様 な現象が素過程 における非可逆性 と､非
線形の相互作用 (粒子数 に対す る制限や､ しきい値 ダイナ ミックスを含む)を持つ多体
システムであることの結果 として現れて くることにある｡
以上 の考察か ら我々の研究対象 となるべ きモデルを簡潔 に ｢非可逆な多体系｣ と呼ぶ
ことに した｡本研究会 は､最近新 しく研究 されている上述のよ うなモデルの､ どの メカ
ニズムがkeypointとなってそれぞれの分野での研究者 の興味を引 くことになってい るの
か ということを､現時点 において整理 し､今後の発展 の方向を探 ることを目的 と して計
画 された｡そのために幅広 い分野の研究者を招いて多角的な討論を行 うことを企画 した｡
本研究会 には､50名を越 える参加者があ り､活発な質琴応答が交わ されて､予想外の









l:00- 1:05 香取真理 (東大理)
研究会開催にあたって
1:05- 1:20 田口善弘 (一東工大理)
1:20- 2:20 大木谷耕司 (京大数理解析研)
Dosingularstructuresmovewithinviscidfluid?
2:20- 2:30 休憩
2:30- 2:45 番取真理 (東大埋)
2:45- 3:30 高安秀樹 (神戸大理) (*)
注入のある凝集系の厳密解
3:30- 4:30 種村秀紀 (干葉大理)
パーコレーションと無限粒子系
4:30- 4:45 休憩
4:45- 5:30 佐藤-憲 (九大理)
生物集団の格子模型
一生物集団への病原体の侵入 とそれによる集団絶滅のモデルー
5:30- 6:15 大月俊也 (福井大工)
勤的パーコレーション転移 と自己形成臨界現象
6:15- 7:00 松崎光弘 (神戸大自然科学)
地震現象のフラクタル性と2次元機械モデル
2月2之日 (金⊥
9:00- 9:15 郡司幸夫 (神戸大理)
9:15γ 10:00 松野孝一郎 (長岡技科大生物系)













2:00- 2:15 今野紀雄 (室蘭工大工)
2:15- 3:00 松野孝一郎 (長岡技科大生物系)
生物運動過程における不確定性原理の現れ方





4:45- 5:30 池上高志 (神戸大自然科学) (*)
Evolutionofsymbioticnetwork






















(*)は未着｡ 但 し､ 高安氏は物性研究に同内容の報告が掲載の予定
(統計物理 ワー クショップ 東大物性研 1990年 12月開催)
につ き､重複を避けるため辞退｡
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